
※出展元： P-202～203

Terzaghi,Peck
qu=(N/8)100

ｑuとＮ値の関係　　出展元　P-20
　　　　　　　　　新編 土と基礎の設計計算演習
　　　　　　　　　　　　地盤工学会
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※日本の海成粘土はＩp＞30を示すことが多く、
　ｑu=(1/2～1/4)Nの関係を有する場合が多い。
出展元「設計における強度定数－Ｃ､φ､Ｎ値－」

土質工学会(土質基礎工学ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ32)　P-52

※Ｎ値からｑuを推定する場合
設計段階ではTerzaghi･Peckによる
推定式が安全ｻｲﾄﾞであるが、現場に
おける照査段階ではqu=N/4の採用が

適切である。
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